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109 図９の染色体の図
に誤りがございまし
た

正しくは、
・染色体のバンドは
左右対称に位置す
る
・上の方が短い
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正誤表・更新情報

■第1版　第1刷（2010年4月1日発行）の修正箇所
※本日以前の修正箇所は	
 https://www.yodosha.co.jp/correction/9784758120111_correction.html	
 をご参照ください

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申
しあげます　（2014年9月4日）	
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この染め分けの一番簡単な方法（ C-バンド法という）で染めたときに濃

く染まる部分は遺伝子がほとんどないことがわかったのである．一方，こ

の方法で薄く染まるところでも遺伝子がある部分はところどころであるこ

とがわかってきた．この濃く染まる部分を染色体上の 異質染色質と名付け，

薄く染まる部分を 真正染色質と呼ぶことになっている（図９）．分染法に
よってはこの逆に異質染色質が薄く染まる方法もある．

傾向として，遺伝子は真正染色質に偏り，異質染色質には非常に少ない

（ないわけではない）．そして，いずれも同じS期に複製するが，なぜか真

正染色質はS期の前半に，そしてほとんどの異質染色質はS期の後半に複

製する．この各染色質の複製の時期はどの生物を見ても（動物でも植物で

も）ほぼ，こういうパターンになっている．

が，例外もある． 性染色体である．性染色体は相同染色体どうしの形が

異なる（図３参照）．人の場合はXY型と言い，男は形の異なるX型とY型
が対になっている（XYと表記する）．一方，女性は二つともX型である（XX

と表記する）．多くの生物ではこのようなXY型を呈するが，例外的にこの

逆もある．オスが同じでメスが異なる染色体をもっている場合である．

この Y染色体はなぜか異質染色質のみでできているものが多い．このY

 図９  C-バンド法による染色体の分染
薄く染まる
真正染色質
（ところどころに遺伝子がある）

異質染色質
（遺伝子がほとんど存在しない）

濃く染まる

 表1  染色体の分染法の分類

・ギムザ（Giemsa）染色で染色体の欠失，転座などを判定する基本的な染色体検査法
・通常の染色体検査に利用される方法で明視野で観察する
・患者から採取したリンパ球の分裂中期細胞を標本上に展開し，タンパク分解酵素である
トリプシンで処理した後，ギムザ染色し，濃淡に染め分けられた一定のバンドパターン
から染色体の分析を行う

・染色体の濃淡コントラストが明瞭で識別が容易である
・バンドが多数（400 ～ 550 バンド）観察できる
・蛍光色素を用いた Q バンド分染法では得られない永久標本が作製でき，光学顕微鏡で観
察可能なため，染色体異常のスクリーニングに広く用いられている

・本法は染色体における微小部分の欠失や，転座の切断点同定にも有用である．しかし微
細欠失（重複）症候群の中には，本法で診断が困難な症例もあり，FISH 法
（Fluorescence in situ hybridization）による精査が推奨される

・蛍光色素で染色した結果生じる染色体のバンドパターンを，蛍光顕微鏡で観察する検査
法

・検体は患者から採取したリンパ球の分裂中期細胞である
・蛍光色素を用いるため，時間とともに退色が避けられず，G バンドのような標本の長期
保存はできない．しかし特定の部分を集中的に観察するには，G バンドより優れた分析
法である

・染色体 DNA の AT 含量の多い部位が Q バンドとして染め出され，蛍光を発しない暗い
バンドはGC含量の多い部位といわれている

・また本染色法では異型性がみられ，染色体の特定の部位に強い蛍光が認められる．特に
Y 染色体長腕部が強く染色されるため，Y 染色体についての数的異常や構造異常の解析
に有用な情報が得られる

・3，4 番染色体の動原体領域と端部着糸型染色体のサテライトにおいて，Q バンド分染法
で観察される多型は，遺伝的マーカーとして有用とされる

・染色体のうち異質染色質（heterochromatin）や動原体の部分を染め出す一種の分染法
・セントロメア（動原体）領域にある異質染色質，および，1 番，9 番，16 番染色体の二
次狭窄部や，Y 染色体長腕にある大きな異質染色質を同時に分染する染色法である．こ
の領域には，特定の配列をもった反復配列が局在している

・二つの動原体をもつ染色体では，一つの動原体は機能を有し，もう一つは機能を失った
動原体であるが，本検査ではそれぞれがどこに存在するかを決めることができる

・「R（reverse）バンド」の名称は，G バンド分染法や，Q バンド分染法と濃淡が逆
（reverse）の染色パターンを示すことに由来する
・標本を chromomycin A3 で処理し，蛍光物質であるmethylgreen により染色を行う．G
およびQ分染法で淡いバンドを示す染色体末端部が，R分染法では逆に濃く染色される．
このため，特に染色体末端部分に存在するテロメアの異常を調べるのに，R バンドは適
した分染法である

・G および Q 分染法では，染色体の切断部位が淡染部に多いため，詳細な同定が難しい場
合がある．これに対し R バンド分染法では，染色が逆パターンになるため，染色体の末
端部の欠失や転座などの検出同定に優れている

・主な用途：淡染色性である染色体末端部や切断部の明瞭な解析

そのほかにCd染色法，T染色法，NOR染色法などがある
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